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「有価物・資源ごみ回収費」の見直しの方向性

この事業は、令和３年度末をもって廃止する予定です。

１． 有価物・資源ごみの分別意識の浸透

平成８年に回収方法がごみ収集ステーションに一元化されてから２５年が経過し、有価物・
資源ごみを分別して排出することに対する市民意識は、２５年前と比較すると浸透してきて
いる。

２． 有価物・資源ごみを取り巻く環境の変化

有価物・資源ごみの売却による収益は、協力金に充てていない。

事業の見直し（廃止）の主な理由

＜見直し検討の背景（行財政改革の取組）＞

• 市では、今後多様化する市民ニーズや少子高齢化のさらなる進行など社会情勢の変化に対応
しながら、市民サービスを維持していくために、行財政改革に取り組んでいます。

• 捻出された財源は、新たな市民ニーズや市の施策に適切に活用していきます。

（この事業は、令和元年度・２年度に「行財政改革推進プラン」の検証対象事業として検討を行ってきました。）
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事業概要・実施背景・歴史
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有価物・資源ごみ回収費

＜参考資料＞
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「有価物・資源ごみ回収費」の事業概要
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【事業目的】 清掃思想の啓発 一般廃棄物の減量の推進・

有価物回収団体に対し、ごみ収集ステー
ションに出された有価物の回収量に応
じて、有価物回収協力金を交付。

【協力金】

 金額：回収量1kg当たり3円
 交付回数：年2回

【対象者】

 有価物回収団体（PTA、町会・自治
会、子供会などで構成）

資源ごみ回収団体に対し、ごみ収集ステ
ーションに出された資源ごみの回収量
に応じて、資源ごみ回収協力金を交付。

【協力金】

 金額：回収量1kg当たり3円
 交付回数：年2回

【対象者】

 資源ごみ回収団体（町会・自治会、地
区町会自治会連合会などで構成）

①“有価物”回収協力金 ②“資源ごみ”回収協力金

（新聞、雑誌、雑がみ、段ボール、紙パック、古着、毛布） （ビン、カン、金属類）

２種類の協力金を交付
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実施背景・歴史

5

 平成8年～１０年

•ごみの減量・資源化の推進のため、市内全域で回収方法を
「拠点回収」から「ステーション回収」に一元化

【有価物】

•市況の低迷から還元金が０円となり、報償金を3円／kgに変更
•紙パックを回収品目に追加

【資源ごみ】

• 「有用不燃物報奨金」を「資源ごみ回収報奨金」に名称変更
•報奨金を3円／kgに変更
•ペットボトルの拠点回収開始

 平成9年

 平成12年

【有価物】

• 「有価物回収報償金」から「有価物回収協力金」に名称変更

【資源ごみ】

• 「資源ごみ回収報奨金」から「資源ごみ回収協力金」に名称変更

 平成29年

【有価物】

• 回収品目の「雑誌・雑紙」を「雑誌」と「雑がみ」の2品目に分割

 昭和30年代

【有価物】

•PTAや子供会等の市民団体の自主的な活動として集団回収が
開始（拠点回収）
•有価物回収業者の売却収入の一部を還元金として還付

 昭和４８年

【有価物】

•市の取組として「有価物回収団体登録制度」を発足

 昭和53年

【有価物】

•ごみの減量化・集団回収推進のため、回収業者からの還元金に
加え、「有価物回収報償金制度」を開始 （現：有価物回収協力金）

•報償金額：2円／kg

 昭和58年

【資源ごみ】

• 「有用不燃物報奨金制度」を開始 （現：資源ごみ回収協力金）

•報奨金額：2円／kg
•可燃物、粗大ごみ・不燃物、有用不燃物の3分別開始

 平成7年

【資源ごみ】

•市況の低迷から還元金が０円となり、報奨金を６円／ｋｇに変更

※ 拠点回収 … 団体が指定する集積場所などで回収すること ※ ステーション回収 … ごみ収集ステーションで回収すること

（現在に至る）

昭和３０年代にPTAや子供会等の
市民団体の自主的な活動として、集団回収が開始

平成８年に市内全域で回収方法を
「拠点回収」から「ステーション回収」に一元化
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回収の仕組み・協力金支払いの流れ
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有価物・資源ごみ回収費
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有価物の回収と協力金支払いの流れ
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① 有価物

○ 一般家庭から分別排出された“有価物”は、ごみ収集ステーションで回収。

○ 回収された“有価物”は、船橋市有価物回収協同組合により売却。

○ “有価物”の回収量に応じて、市から有価物回収団体（３１団体）に協力金を支払い。
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「有価物の回収と協力金支払いの流れ」の“昔”と“今”

旧制度（～平成７年） 現行制度（平成８年～）昔 今
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平成７年までは有価物の売却利益があり、
還元金と報償金（税金）が支払われていた。

平成８年以降は有価物の売却利益がなくなり、
協力金（税金）のみが支払われている。
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資源ごみの回収と協力金支払いの流れ
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② 資源ごみ

○ 一般家庭から分別排出された“資源ごみ”は、ごみ収集ステーションで回収。

○ 回収された“資源ごみ”は、ビン・カン・ペットリサイクルセンターに運搬され、選別・売却。

○ “資源ごみ（ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙを除く）”の回収量に応じて、資源ごみ回収団体（５５団体）に協力金を支払い。
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（収入：２．９億円、回収経費：７．２億円）
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協力金の分配方法

市から支払われる協力金については、

団体（有価物３１・資源ごみ５５）が分配先や分配割合を決定。
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地区連、町会・自治会

PTA

その他の地域団体

分配先・分配割合は
団体ごとに異なる
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収支状況
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有価物 資源ごみ

収入
1.6 億円

1.8 億円

1.6 億円

1.0 億円
0.9 億円

支出
2.7 億円

2.8 億円

2.5 億円

2.3 億円 2.3 億円

収支
▲1.1 億円

▲1.0 億円
▲1.1 億円

▲1.3 億円

▲1.4 億円

H28 H29 H30 R1 R2

「有価物」に関する収支（H２８～R２）

収入（億円） 支出（億円） 差額（億円）

収入
2.0 億円

2.7 億円 2.7 億円 2.6 億円
2.9 億円

支出
7.0 億円

7.0 億円 7.0 億円 7.0 億円
7.2 億円

収支
▲5.0 億円

▲4.3 億円

▲4.3 億円
▲4.4 億円 ▲4.3 億円

H28 H29 H30 R1 R2

「資源ごみ」に関する収支（H２８～R２）

収入（億円） 支出（億円） 差額（億円）

※ 収入…有価物回収協同組合の棚卸商買入金
※ 支出…有価物の回収経費
※ 「支出－収入」 = 有価物回収助成金（限度額あり）

※ 収入…資源ごみ等売払い収入 ＋ ペットボトルに係る有償入札拠出金
※ 支出…資源ごみ収集委託料 ＋ 資源ごみ分別委託料

https://www.city.funabashi.lg.jp/index.html


事業実績
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有価物・資源ごみ回収費
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事業実績

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令元年度 令和2年度

有価物
対象団体数 31 団体 31 団体 31 団体 31 団体 31 団体

事業費 5,145 万円 4,948 万円 5,069 万円 5,194 万円 5,484 万円

資源
ごみ

対象団体数 55 団体 55 団体 55 団体 55 団体 55 団体

事業費 1,890 万円 1,851 万円 1,796 万円 1,777 万円 1,903 万円

対象団体数
31 団体

31 団体 31 団体 31 団体 31 団体

事業費
5,145 万円

4,948 万円

5,069 万円

5,194 万円

5,484 万円

H28 H29 H30 R1 R2

「有価物」の事業実績

対象団体数 事業費

“有価物”の団体数は平成8年から、“資源ごみ”の団体数は平成27年から変化なし。

有価物 資源ごみ

対象団体数
55 団体

55 団体 55 団体 55 団体 55 団体

事業費
1,890 万円

1,851 万円
1,796 万円 1,777 万円

1,903 万円

H28 H29 H30 R1 R2

「資源ごみ」の事業実績

対象団体数 事業費
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エリアマップ①【有価物】
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有価物回収団体（31団体）エリアマップ
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※現存する平成17年8月1時点の区域割図に基づき作成。
（最新のエリアとは異なる可能性あり）

地域 24地区 団体名

1

南

部

湊町
湊町地区有価物連絡会

2 若松地区有価物連絡会

3 宮本 宮本地区有価物連絡会

4 本町 本町地区有価物連絡会

5

海神

クリーン船橋市民会議海神地区連絡協議会

6 南海神地区有価物連絡会

7 西海神地区有価物連絡会

8

西

部

葛飾 西船地区有価物連絡会

9 中山 本中山地区有価物連絡会

10 塚田 塚田地区有価物連絡会

11 法典 法典地区有価物連絡会

12

中

部

夏見 夏見地区有価物連絡会

13 高根・金杉 高根金杉地区有価物連絡会

14 高根台 高根台地区有価物連絡会

15
新高根・芝山

新高根地区有価物等管理会

16 芝山地区有価物回収等連絡会

17

東

部

前原
前原自治連合有価物連絡会

18 前原団地自治会

19 三山・田喜野井 三田習地区有価物回収連絡会

20
二宮・飯山満

二宮飯山満地区有価物連絡会

21 二宮連合町会有価物連絡会

22 薬円台 薬円台地区有価物連絡会

23 習志野台 習志野台地区有価物連絡会

24

北

部

二和 二和地区有価物連絡会

25 三咲 三咲地区有価物連絡会

26 八木ケ谷 八木ケ谷地区有価物連絡会

27 松が丘 古和釜中学校区有価物連絡会

28 大穴 大穴中学校区ＰＴＡ有価物連絡会

29
豊富

豊富地区有価物連絡会

30 小室地区有価物連絡会

31 坪井 坪井地区有価物連絡会
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エリアマップ②【資源ごみ】
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地域 24地区 団体名

1

南

部

湊町

若松2丁目住宅管理組合

2 若松二丁目自治会

3 湊町連合自治会

4 若松1丁目自治会

5 船橋ファミリータウン自治会

6 ふなばしハイツ自治会

7 浜町プリズム自治会

8 ﾜﾝﾀﾞｰﾍﾞｲｼﾃｨSAZAN管理組合

9 宮本 ｸﾘｰﾝ船橋宮本地区連

10 本町 本町地区連合町会

11

海神

海神地区連絡協議会

12 南海神地区有用物協力会

13 西海神地区有用物協力会

14

西

部

葛飾 西船地区有用物協力会

15 中山 本中山地区有用物協議会

16
塚田

塚田地区連合自治会

17 行田団地自治会

18

法典

法典地区連合協議会

19 法典地区自治会町会連合会

20 丸山町会

21

中

部

夏見
夏見地区連合自治会

22 夏見台団地自治会

23

高根・
金杉

高根金杉地区自治会連合会

24 緑台町会

25 金杉台住宅管理組合

26 金杉台団地自治会

27
高根台

高根台地区有用物協力会

28 高根台団地自治会

29

新高根・芝
山

芝山地区資源ｺﾞﾐ回収組合

30 芝山団地管理組合

31 独)都市再生機構(芝山管理ｻｰﾋﾞｽ)

32 新高根地区有用物協力会

地域 24地区 団体名

33

東

部

前原 前原自治連合協議会

34

三山・
田喜野井

三山地区有用物連絡会

35 田喜野井地区連絡協議会

36 船橋市習志野一丁目町内会

37
二宮・
飯山満

二宮連合町会有用物連絡会

38 二宮飯山満地区連有用物連絡会

39 薬円台 薬円台地区有用物連絡会

40

習志野台

習志野台地区有用物協力会

41 習志野台B地区有用物協力会

42 習志野台団地自治会

43 習台4団地協議会

44 習志野台みゆき町会

45 習志野台3丁目町会

46

北

部

二和 二和地区自治会連合会

47 三咲 三咲地区連絡協議会

48 八木が谷 八木が谷地区有用物協力会

49 松が丘 松が丘町会自治会連合会

50
大穴

大穴地区町会自治会連合会

51 日和台自治会

52

豊富

豊富地区連合町会

53 小室地区連絡協議会

54 みつば自治会

55 坪井 坪井地区自治連合会

1

2

3

4

５
6

7

8

91011

13

12

14

15

16

17

18

19

20

21

22
23

24

25

26

32

29

38
37

31

33
34

35

36

39

40

41
44

42

55

43

45

52

53

54

48

46

47

50

51

4928
27

30

※現存する平成17年8月1時点の区域割図に基づき作成。
（最新のエリアとは異なる可能性あり）

資源ごみ回収団体（55団体）エリアマップ
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地区別の回収量・協力金

2,910 t

(873万円)
2,779 t

(834万円)

2,853 t

(856万円)

2,968 t

(890万円)

3,154 t

(946万円)

3,825 t

(1,147万円)
3,668 t

(1,100万円)

3,815 t

(1,144万円)

3,918 t

(1,175万円)

4,325 t

(1,298万円)

2,449 t

(735万円)
2,376 t

(713万円)

2,445 t

(734万円)

2,467 t

(740万円)

2,562 t

(769万円)

5,229 t

(1,569万円) 4,972 t

(1,492万円)

5,039 t

(1,512万円)

5,115 t

(1,534万円)

5,246 t

(1,574万円)

2,738 t

(821万円) 2,698 t

(809万円)

2,745 t

(823万円)

2,845 t

(853万円)

2,992 t

(898万円)

17,151 t

(5,145万円) 16,492 t

(4,948万円)

16,897 t

(5,069万円)

17,312 t

(5,194万円)

18,280 t

(5,484万円)

H28 H29 H30 R1 R2

地区別（５ブロック）「有価物」の回収重量・協力金

南部地区 西部地区 中部地区 東部地区 北部地区

1,204 t

(361万円)
1,178 t

(353万円)
1,147 t

(344万円)

1,148 t

(344万円)

1,238 t

(371万円)

1,527 t

(458万円)
1,498 t

(449万円)
1,467 t

(440万円)
1,448 t

(434万円)

1,594 t

(478万円)

859 t

(258万円)
842 t

(253万円)
810 t

(243万円)
791 t

(237万円)

842 t

(253万円)

1,666 t

(500万円)
1,619 t

(486万円)
1,569 t

(471万円)
1,569 t

(471万円)

1,653 t

(496万円)

1,044 t

(313万円)
1,031 t

(309万円) 993 t

(298万円)
968 t

(290万円)

1,017 t

(305万円)

6,300 t
(1,890万円) 6,168 t

(1,851万円) 5,987 t
(1,796万円)

5,924 t
(1,777万円)

6,343 t

(1,903万円)

H28 H29 H30 R1 R2

地区別（５ブロック）「資源ごみ」の回収重量・協力金

南部地区 西部地区 中部地区 東部地区 北部地区

（南
部
）

（西
部
）

（中
部
）

（東
部
）

（北
部
）

（南
部
）

（西
部
）

（中
部
）

（東
部
）

（北
部
）

地区別の回収量は、横ばい。

前年比：＋９６８ ｔ
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有価物 資源ごみ
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他市状況
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有価物・資源ごみ回収費
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近隣市の比較（集団回収） ※他市では、ごみ収集ステーションでの行政回収も実施

有 価 物 資 源 ご み

回収方法 報償金 回収方法 報償金

千
葉
市

回収場所
・拠点回収：団体が決めた集積場所
・個別回収：各家庭の玄関前

対象品目
新聞、雑誌、雑がみ、段ボール、紙パック、布類

•拠点回収
2円／kg+500円／月

•個別回収
1円／kg

なし なし

柏
市

回収場所
拠点回収：団体が決めた集積場所

対象品目
古紙類（新聞紙、段ボール、雑誌・ざつ紙、紙パック）、
古着、古布類

•3円／kg 回収場所
拠点回収：団体が決めた集積場所

対象品目
ペットボトル、空ビン類、空カン類、金属類

•3円／kg

習
志
野
市

回収場所
拠点回収：回収業者と登録団体で決めた集積場所

対象品目
新聞、雑誌、雑がみ、古着類、段ボール、紙パック

•4円／kg 回収場所
拠点回収：回収業者と登録団体で決めた集積場所

対象品目
カン・ビン

•4円／kg

市
川
市

回収場所
拠点回収：団体が決めた集積場所

対象品目
紙（新聞紙、雑誌、段ボール）、布

•3円／kg 回収場所
拠点回収：回収業者と登録団体で決めた集積場所

対象品目
ビン・カン

•3円／kg

松
戸
市

回収場所
・拠点回収：団体が決めた集積場所
・軒下回収：各家庭の玄関前

対象品目
紙（新聞紙、雑誌、段ボール）、布

•2円／kg 回収場所
・拠点回収：団体が決めた集積場所
・軒下回収：各家庭の玄関前

対象品目
カン、ガラスびん、ペットボトル

•カン、ガラスびん
2円／kg

•ペットボトル
10円／kg

八
千
代
市

回収場所
拠点回収：回収業者と登録団体で決めた集積場所

対象品目
新聞、雑誌、段ボール、古布

•4円／kg 回収場所
拠点回収：回収業者と登録団体で決めた集積場所

対象品目
アルミ缶

•4円／kg

浦
安
市

回収場所
拠点回収：団体が決めた集積場所

対象品目
紙類（新聞紙、雑誌、段ボール）、繊維類（古着、古布）、
皮革類

•7円／kg なし なし
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他市の回収方法との比較
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【船橋市の場合】

ごみ収集ステーションに出された量
に応じて協力金を支払い

協力金

ごみ収集ステーション

可燃
ごみ

不燃
ごみ

ペット
ボトル

有価物 資源ごみ

【他市の場合】

集団回収の集積場所に出された量
に応じて協力金を支払い

協力金

ごみ収集ステーション

集団回収の
集積場所

有価物 資源ごみ

可燃
ごみ

ペット
ボトル

不燃
ごみ

※自治体によっては、
ペットボトルを
集団回収の対象と
している場合あり

回収実績に
応じて支払い

有価物の場合…
31団体に支払い

有価物 資源ごみ

※

１kg当たり
3円

１kg当たり
3円

１kg当たり
●円
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